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税
金
・
労
災
な
ど
未
加
入
者
へ
Ｐ
Ｒ
を

　

４
月
５
日
ま
で
春
の
拡
大
月
間（
仲
間
を
増
や
す
）月
間
。

身
近
な
新
入
職
者
や
税
金
申
告
・
労
災
保
険
加
入
な
ど
で
悩

ん
で
い
る
組
合
未
加
入
者
の
方
を
、ぜ
ひ
支
部
ま
で
紹
介
し

て
く
だ
さ
い
。組
合
で
は
組
合
員
数
２
％
増
を
目
標
に
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

　

新
型
コ
ロ
ナ

の
感
染
拡
大
が

始
ま
っ
た
二
〇

二
〇
年
を
機
に
、

吉
村
洋
文
・
大

阪
府
知
事
の
テ
レ
ビ
出
演

が
激
増
し
て
い
ま
す
。会
見

や
囲
み
取
材
だ
け
で
な
く
、

ニ
ュ
ー
ス
番
組
、情
報
番
組

な
ど
に
も
盛
ん
に
出
演
。「
大

阪
モ
デ
ル
」を
始
め
、「
コ
ロ

ナ
対
策
や
っ
て
る
感
」を
ふ

り
ま
い
て
き
ま
し
た
▼
教
宣

学
習
会
で
お
招
き
し
た
島
田

大
さ
ん
も
講
演
中
で
指
摘
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、お
正
月

に
放
送
さ
れ
た
毎
日
放
送

（
Ｍ
Ｂ
Ｓ
）の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

番
組「
東
野
＆
吉
田
の
ほ
っ

と
け
な
い
人
」は
、吉
村
知
事
、

松
井
一
郎
大
阪
市
長
、橋
下

徹
・
元
大
阪
市
長
の
三
人
が

出
演
、さ
す
が
に
政
治
的
公

平
性
に
欠
く
た
め
、Ｍ
Ｂ
Ｓ

は
社
内
調
査
チ
ー
ム
を
発
足

さ
せ
ま
し
た
▼
大
阪
の
死
者

が
突
出
し
て
多
い
の
に
、ほ

と
ん
ど
の
番
組
は
知
事
を
批

判
・
追
及
す
る
こ
と
な
く「
よ

く
が
ん
ば
っ
て
い
る
」と
持

ち
上
げ
、維
新
に
批
判
的
な

報
道
が
出
る
と
圧
力
を
か
け

ま
す
。二
月
十
二
日
に
Ｔ
Ｂ

Ｓ
系
の「
報
道
特
集
」が
大
阪

の
コ
ロ
ナ
死
者
が
人
口
当
た

り
で
多
い
こ
と
な
ど
を
放
送

す
る
と
、大
阪
維
新
の
会
幹

事
長
の
横
山
英
幸
府
議
が

「
徒
に
不
安
を
煽
る
」放
送
だ

と
し
て
、放
送
倫
理
・
番
組
向

上
機
構（
Ｂ
Ｐ
Ｏ
）に
意
見
を

申
し
入
れ
た
と
発
表
し
ま
し

た
▼
独
裁
政
治
は
批
判
や
言

論
の
自
由
が
な
い
と
こ
ろ
に

は
び
こ
り
ま
す
。維
新
の
メ

デ
ィ
ア
支
配
の
姿
勢
は
看
過

で
き
ま
せ
ん
。＝
資
料
提
供
・

に
本
機
関
紙
協
会
大
阪
府
本

部
＝
。　
　
　
　
　
　
（
Ｋ
）

  

仕
事
確
保
に
つ
な
ご
う

     

こ
ど
も

み
ら
い

住
宅
支
援
事
業
の
活
用
を

 

事
前
確
認
な
ど
支
援
も

　

組
合
で
サ
ポ
ー
ト
会
を
実
施

　

こ
ど
も
み
ら
い
住
宅
支
援

事
業
は
「
子
育
て
世
帯
の
支

援
」
を
目
的
と
し
た
住
宅
補

助
金
制
度
で
す
。

◆
事
業
者
登
録
が
必
要

事
業
者
登
録
後
の
着
工
が
対

象
。
事
業
者
が
補
助
金
申
請

し
、
施
主
に
補
助
金
を
還
元

し
ま
す
。
事
業
者
登
録
、
補

助
金
申
請
の
手
続
き
は
事
務

局
の
Ｈ
Ｐ
で
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
申
請
に
な
り
ま
す
。

◆
補
助
対
象
者

・
十
八
歳
未
満
の
子
ど
も
を

持
つ
子
育
て
世
帯

・
夫
婦
ど
ち
ら
か
が
三
十
九

歳
以
下
の
若
者
夫
婦
世
帯

・
対
象
工
事
を
実
施
す
る
リ

フ
ォ
ー
ム
で
の
申
請
は
全
世

帯
　

最
大
補
助
金
額
は
、
大
き

く
分
け
て
三
つ
で
す
。

・
Ｚ
Ｅ
Ｈ
、
Ｎ
ｅ
ａ
ｒ
ｌ
ｙ 

Ｚ
Ｅ
Ｈ
、
Ｚ
Ｅ
Ｈ 

Ｒ
ｅ
ａ

ｄ
ｙ 

ま
た
は 

Ｚ
Ｅ
Ｈ 

ｏ
ｒ

ｉ
ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
ｄ
の
場
合
：
百

万
円
／
戸

・
高
い
省
エ
ネ
性
能
等
を
有

す
る
住
宅
：
八
十
万
円
／
戸

・
一
定
の
省
エ
ネ
性
能
の
あ

る
住
宅
：
六
十
万
円
／
戸

・
リ
フ
ォ
ー
ム
の
場
合
は
、

上
限
三
十
万
円
／
戸
で
す
が
、

子
育
て
・
若
者
夫
婦
世
帯
の

要
件

　

工
事
請
負
契
約
が
契
約
変

更
を
除
き
、
二
〇
二
一
年
十

一
月
二
十
六
日
～
二
〇
二
二

年
十
月
三
十
一
日
ま
で
に
締

結
し
た
も
の
。

　

ま
た
、
事
業
者
登
録
を
行

な
っ
た
後
、
二
〇
二
二
年
十

月
三
十
一
日
ま
で
に
建
築
着

工
す
る
も
の
。

　

た
だ
し
、
申
請
の
際
に
工

事
が
一
定
以
上
の
出
来
高
に

達
し
て
お
り
、
期
間
内
に
申

請
・
完
了
報
告
が
可
能
な
も

の
に
限
る
。

※
詳
細
は
こ
ど
も
み
ら
い
支

援
事
業
事
務
局
Ｈ
Ｐ
を
。

場
合
は
上
限
四
十
五
万

円
／
戸
も
し
く
は
既
存

住
宅
購
入
を
伴
っ
て
い

れ
ば
上
限
六
十
万
円
／

戸◆
補
助
金
交
付
ま
で
の

日
程

四
月
二
十
一
日（
木
）・
二
十

七
日（
水
）、五
月
十
二
日
・
十

九
日
・
二
十
六
日（
木
）午
後

七
時
～

会
場　

大
建
労
本
部

※
完
全
予
約
制
。詳
細
は
改

め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
事
業
復
活
支
援
金
の
概
要

申
請
期
間
…
二
〇
二
二
年
五

月
三
十
一
日
ま
で

対
象
月
…
二
〇
二
一
年
十
一

月
～
二
〇
二
二
年
三
月
の
い

ず
れ
か
の
月

基
準
期
間

認
機
関
か
ら
事
前
確
認
を
受

け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。組

合
で
は
税
理
士
に
よ
る
事
前

確
認
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

準
備
を
し
て
い
ま
す
。

　

必
要
書
類
を
準
備
し
、イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
事
務
局
Ｈ

Ｐ
で
申
請
Ｉ
Ｄ
を
発
行（
ア

カ
ウ
ン
ト
作
成
）し
ま
す
。

■
事
前
確
認
の
必
要
書
類

・
本
人
確
認
書
類

・
収
受
日
付
印
の
付
い
た
基

準
期
間
を
含
む
全
て
の
確
定

申
告
書
類
の
控
え

・
二
〇
一
八
年
十
一
月
か
ら

①
二
〇
一
八
年
十
一
月
～
二

〇
一
九
年
三
月

②
二
〇
一
九
年
十
一
月
～
二

〇
二
〇
年
三
月

③
二
〇
二
〇
年
十
一
月
～
二

〇
二
一
年
三
月

①
～
③
い
ず
れ
か
の
期
間

給
付
上
限
額（
個
人
事
業
主
）

売
上
減
少
三
〇
％
以
上
…
三

十
万
円	

売
上
減
少
五
〇
％
以
上
…
五

十
万
円

■
申
請
の
流
れ

　

事
業
復
活
支
援
金
で
は
、

申
請
を
行
な
う
前
に
登
録
確

対
象
月
ま
で
の
各
月
の
帳
簿

書
類（
売
上
台
帳
、請
求
書
、

領
収
書
な
ど
）

・
二
〇
一
八
年
十
一
月
以
降

の
す
べ
て
の
事
業
の
取
引
を

記
録
し
て
い
る
通
帳

・
本
人
が
自
署
し
た
宣
誓
・
同

意
書

・
履
歴
事
項
全
部
証
明
書（
法

人
の
み
）	

　

事
前
確
認
が
完
了
し
だ

い
、申
請
が
可
能
と
な
り
ま

す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
マ

イ
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
、

必
要
事
項
を
入
力
す
る
と
と

も
に
、必
要
書
類
を
添
付
し

て
、申
請
し
ま
す
。

※
事
前
確
認
に
お
い
て
は
申

請
希
望
者
が
給
付
対
象
で
あ

る
か
の
判
断
は
行
な
い
ま
せ

ん
。ま
た
、事
前
確
認
の
完
了

を
も
っ
て
給
付
対
象
に
な
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
申
請
の
必
要
書
類

１
．確
定
申
告
書

　

選
択
す
る
基
準
期
間
に
応

じ
て
添
付
が
必
要
な
確
定
申

告
書
類
の
年
・
枚
数
が
異
な

り
ま
す
。基
準
期
間
に
応
じ

た
確
定
申
告
書
類
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。確
定
申
告
書

類
は
、該
当
す
る
一
年
に
つ

き
一
枚
ず
つ
の
添
付
が
必
要

で
す
。

２
．対
象
月
の
売
上
台
帳
等

　

対
象
月
の
月
間
個
人
事
業

収
入
額（
合
計
）が
確
認
で
き

る
売
上
台
帳
等
を
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。売
上
台
帳
、帳
面

そ
の
他
の
確
定
申
告
の
基
礎

定
員　

三
十
六
人

※
五
月
二
十
七
日
時
点
で
十

九
人
以
下
の
場
合
は
中
止

受
講
料　

組
合
員
七
千
円　

組
合
員
以
外
八
千
円

申
込
期
間　

四
月
五
日
㈫
か

ら
六
月
三
日
㈮
ま
で

申
し
込
み　

申
込
書
に
記
入

の
上
、写
真
を
添
え
て
郵
送
、

も
し
く
は
当
日
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

■
ご
不
明
な
点
は
本
部
・
匹

田
ま
で

　

事
業
復
活
支
援
金
と
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
、

「
対
象
月
」
の
売
上
高
が
「
基
準
期
間
」
内
の
同
じ
月
と
比

べ
て
三
〇
％
以
上
減
少
し
て
い
る
中
小
企
業
、
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
、
個
人
事
業
主
な
ど
を
対
象
と
し
た
給
付
金
で
す
。
組
合

で
は
申
請
に
あ
た
っ
て
必
要
と
さ
れ
る
事
前
確
認
な
ど
の
支

援
を
行
な
い
ま
す
。

に
つ
い
て
は
特
別
教
育
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
だ
受
講
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

日
時　

六
月
十
二
日（
日
）九

時
～
十
七
時

場
所　

大
建
労
五
階
会
議
室

　

厚
労
省
は
労
働
安
全
衛

生
規
則
の
一
部
改
正
に
よ

り
、建
設
現
場
で
は
高
さ

五
ｍ
以
上
の
場
所
で
の
フ

ル
ハ
ー
ネ
ス
型
墜
落
制
止

用
器
具
の
着
用
を
義
務
付

け
ま
し
た
。フ
ル
ハ
ー
ネ

ス
を
用
い
て
行
な
う
作
業

　

フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
墜
落

　

制
止
用
器
具
特
別
教
育

と
な
る
書
類
を
原
則
と
し
ま

す
。

３
、振
込
先
の
通
帳

　

金
融
機
関
名
・
支
店
番
号
・

支
店
名
・
口
座
種
別
・
口
座
番

号
・
口
座
名
義
人
が
確
認
で

き
る
よ
う
ス
キ
ャ
ン
ま
た
は

撮
影
し
て
く
だ
さ
い
。

４
、本
人
確
認
書
類

　

下
記
の
い
ず
れ
か
の
写
し

を
住
所
・
氏
名
・
顔
写
真
が

は
っ
き
り
と
判
別
で
き
る
か

た
ち
で
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

住
所
、氏
名
及
び
顔
写
真

が
明
瞭
に
判
別
で
き
、か
つ
、

申
請
を
行
な
う
日
に
お
い
て

有
効
な
も
の
で
、記
載
さ
れ

た
住
所
が
申
請
時
に
登
録
す

る
住
所
と
同
一
の
も
の
に
限

り
ま
す
。

・
運
転
免
許
証（
両
面
）（
返

納
し
て
い
る
場
合
は
、運
転

経
歴
証
明
書
で
代
替
可
）

・
個
人
番
号
カ
ー
ド（
オ
モ
テ

面
の
み
）

・
写
真
付
き
の
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド（
オ
モ
テ
面
の
み
）

な
ど

５
、宣
誓
・
同
意
書

６
、基
準
月
の
売
上
台
帳
等

　

基
準
期
間
の
対
象
月
同
月

の
売
上
に
係
る
帳
簿
を
添
付

し
て
く
だ
さ
い（
白
色
申
告

等
で
基
準
期
間
の
対
象
月
同

月
の
売
上
が
な
い
場
合
は
、

基
準
期
間
の
対
象
月
同
月
を

含
む
事
業
年
度
で
売
上
が
あ

る
月
の
も
の
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
）。

７
、基
準
月
の
売
上
に
係
る

通
帳
等

　

取
引
先
か
ら
の
売
上
の
振

込
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
申

請
者
本
人
名
義
の
通
帳
を
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。以
下
の

①
②
の
双
方
が
必
要
で
す
。

①
通
帳
の
口
座
名
義
人（
申

請
者
本
人
名
義
）が
分
か
る

箇
所
を
含
む
ペ
ー
ジ

②
基
準
期
間
の
対
象
月
同
月

の
取
引
を
含
む
ペ
ー
ジ

８
、基
準
月
の
売
上
に
係
る

一
取
引
分
の
請
求
書
・
領
収

書
等

　

基
準
期
間
の
対
象
月
同
月

の
取
引
に
係
る
請
求
書
や
領

収
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
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が
集
う「
青
年
部
」で
は
ス

キ
ー
・
ス
ノ
ボ
ツ
ア
ー
に
野

球
大
会
や
子
ど
も
た
ち
と
参

加
で
き
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
開
催
。

　

女
性
組
合
員
や
配
偶
者
で

組
織
す
る「
主
婦
の
会
」で
も

ハ
イ
キ
ン
グ
、手
作
り
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
楽
し
い
催

し
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
70
歳
以
上
の
シ
ル

バ
ー
世
代
を
対
象
に
し
た

「
悠
生
会
」も
楽
し
い
交
流
会

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

習
会
開
催
、技
能
検
定
な
ど

講
習
会
案
内
な
ど
資
格
取
得

を
お
手
伝
い
。

・
資
格
取
得
の
報
奨
金
も
。

・
耐
震
診
断
員
の
登
録
と
耐

震
診
断
の
紹
介
、仕
事
に
関

わ
る
制
度
の
周
知
・
学
習
会

の
開
催
な
ど
。

・「
建
設
業
の
許
可
」登
録
手

続
き
も
援
助
し
ま
す
。

・
求
人
情
報
テ
レ
ホ
ン
サ
ー

ビ
ス
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

家
族
で
参
加
で
き
る
体

育
祭
や
魚
釣
り
大
会
、若
者

　

共
済
制
度
は
組
合
員
同
士

の
助
け
合
い
に
よ
っ
て
成
り

立
つ
給
付
制
度
。掛
金
は
月

４
百
円
で
組
合
費
に
含
む
。

■
給
付
内
容

・
結
婚
祝（
本
人
）、出
産
祝

（
本
人
・
配
偶
者
）、成
人
祝

（
本
人
）
…
１
万
５
千
円

・
就
学
祝（
子
ど
も
の
小
学
校

入
学
時
）
…
１
万
５
千
円

・
傷
病
見
舞
給
付

・
火
災
見
舞
…
３
万
円

・
風
水
害
見
舞
…
５
千
円
ま

た
は
３
万
円

・
組
合
行
事
で
の
組
合
事
故

見
舞
い
給
付

・
死
亡
給
付（
本
人
）
…
３
万

～
30
万
円

・
配
偶
者
、家
族
死
亡
給
付

・
老
齢
脱
退
、脱
退
給
付
な
ど

※
給
付
に
は
、事
由
発
生
１

年
以
内
の
申
請
が
必
要（
脱

退
・
老
齢
脱
退
給
付
除
く
）で

あ
り
、組
合
費
の
完
納
な
ど

条
件
が
あ
り
ま
す
。組
合
費

滞
納
に
ご
注
意
を
。

■
お
得
な
制
度

・
ニ
ッ
ポ
ン
レ
ン
タ
カ
ー
と

提
携
、「
ワ
ン
デ
イ
ク
ー
ポ

ン
」が
利
用
で
き
ま
す
。

・
提
携
店（
大
建
労
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）で
組
合
員

証
を
提
示
す
れ
ば
サ
ー
ビ
ス

や
割
引
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
こ
く
み
ん
共
済
Ｃ
Ｏ
Ｏ

Ｐ（
全
労
済
）の
共
済
制
度　

火
災
共
済
、交
通
共
済
、マ
イ

カ
ー
共
済
な
ど
。

■
ろ
う
き
ん
提
携
ロ
ー
ン

　

住
宅
ロ
ー
ン
や
カ
ー
ラ
イ

フ
ロ
ー
ン
、教
育
ロ
ー
ン
や

不
意
の
出
費
に
対
応
す
る

「
マ
イ
プ
ラ
ン
」ほ
か
、施
主

向
け
の
住
宅
ロ
ー
ン
も
。

■
賠
償
責
任
総
合
補
償
制
度

　

工
事
の
遂
行
中
、ま
た
は

工
事
を
し
た
個
所
が
原
因
と

な
っ
て
他
人
に
ケ
ガ
を
さ
せ

た
り
、他
人
の
物
を
壊
し
て

し
ま
っ
た
場
合
、法
律
上
の

賠
償
責
任
を
負
っ
て
支
払
う

べ
き
賠
償
金
や
裁
判
に
な
っ

た
と
き
の
弁
護
士
報
酬
な
ど

の
支
払
い
に
備
え
る
保
険
。

■
資
格
取
得・建
設
業
許
可

・
作
業
主
任
者
講
習
会
、二
級

建
築
士
受
験
講
座
な
ど
の
講

向
け
て
親
身
に
ア
ド
バ
イ
ス

し
ま
す
。ま
た
毎
月
第
三
木

曜
日
、弁
護
士
に
よ
る
法
律

相
談
会
を
開
催（
要
予
約
、中

止
の
場
合
も
あ
り
）。

■
休
業
損
害
証
明　

交
通
事

故
の
被
害
に
あ
っ
た
場
合
、

休
業
損
害
請
求
の
基
と
な
る

証
明
を
組
合
が
し
ま
す
。

■
建
設
工
事
総
合
補
償
制
度

　

現
場
や
材
料
置
き
場
の
火

災
や
自
然
災
害
、盗
難
な
ど

の
被
害
を
補
償
す
る
保
険
。

し
、調
査
に
も
対
処
し
ま
す
。

■
建
設
業
退
職
金
共
済

■
仕
事
や
暮
ら
し
の
悩
み
を

解
決
す
る
た
め
に　

賃
金
や

代
金
の
不
払
い
に
あ
っ
た
と

き
も
、建
設
業
法
第
41
条「
元

請
の
立
替
払
い
」や
賃
金
確

保
法
の
活
用
な
ど
、解
決
に

■
大
建
国
保

■
労
災
保
険　

現
場
で
ケ
ガ

を
し
た
時
に
備
え
て
就
労
形

態
に
合
わ
せ
た
加
入
を
。

■
税
金
対
策　

申
告
相
談
会

や
記
帳
講
習
会
、一
括
申
告

で
税
金
対
策
も
バ
ッ
チ
リ
。

　

税
務
署
か
ら
の
呼
び
出

 

月
４
百
円
の
助
け
合
い

   

組
合
共
済
で
各
種
給
付
金
が

組合費滞納
にご注意を

全
労
済
・
労
金
や

お
店
と
も
提
携

青
年
・
シ
ル
バ
ー

女
性
交
流
の
場
も

 
税
金
対
策
や
不
払
い
相
談

   
仕
事
暮
ら
し
フ
ォ
ロ
ー
組合事業


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未
加
入
者
に

伝
え
て
下
さ
い

　

大
阪
建
設
労
働
組
合

（
だ
い
け
ん
ろ
う
）
は

建
設
現
場
で
働
く
み
な

さ
ん
の
た
め
の
組
合
で

す
。

　

全
国
で
62
万
人
以

上
、
大
阪
で
１
万
２
千

人
の
仲
間
が
加
入
し
て

い
る
、
建
設
労
働
者
の

い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守

る
、
一
人
で
も
入
れ
る

労
働
組
合
で
す
。

　

組
合
員
を
増
や
し
、

地
域
や
自
治
体
へ
の
影

響
力
を
強
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
仕
事
や
く
ら

し
を
よ
く
す
る
制
度
、

政
策
な
ど
を
実
現
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

春
秋
に
は
仲
間
を
増

や
す
組
織
拡
大
月
間
に

取
り
組
み
、
４
月
５
日

ま
で
は
、
春
の
拡
大
月

間
で
す
。

　

あ
な
た
の
身
近
な
建

設
現
場
で
働
く
組
合
未

加
入
の
方
々
に
、
ぜ
ひ

「
だ
い
け
ん
ろ
う
」
の

存
在
を
伝
え
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。

　

ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

２
０
２
２
・
４
・
１

　

収
入
減
で
自
己
破
産
か

　

  

所
有
の
古
自
動
車
ど
う
な
る

Ｑ　

収
入
が
減
少
し
て
、
こ

れ
ま
で
の
借
金
が
払
い
き
れ

ず
、
自
己
破
産
す
る
し
か
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
古
い

自
動
車
を
所
有
し
て
い
る
の

で
す
が
、
破
産
し
た
場
合
は

ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　

自
動
車
購
入
の
ロ
ー
ン

を
返
済
中
の
場
合
は
、
自
動

車
に
ロ
ー
ン
債
権
者
に
よ
る

所
有
権
留
保
が
付
い
て
い
る

﹁
お
は
朝
﹂
島
田
氏
招
き

　
　

テ
レ
ビ
の
裏
側
か
い
ま
み
る

　

ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

戦
争
の
裏
話
や
、
日
本
の
総

理
大
臣
の
歴
史
、
テ
レ
ビ
局

の
話
な
ど
、
知
ら
な
い
話
を

し
て
も
ら
い
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。

◇

　

現
在
の
世
界
情
勢
か
ら
、

政
治
情
勢
、
ま
だ
放
送
業
会

の
現
状
な
ど
幅
広
い
話
題
の

講
演
を
聞
き
、
世
間
に
あ
ふ

れ
て
い
る
情
報
は
ち
ゃ
ん
と

見
き
わ
め
て
正
確
な
も
の
を

受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
を
強
く
感
じ

た
。

◇

　

情
報
の
片
寄
り
の
問
題

は
、
常
々
感
じ
て
い
る
が
、

テ
レ
ビ
の
持
つ
公
平
性
の
難

し
さ
を
関
係
者
か
ら
聞
く
と

受
け
取
る
側
の
責
任
も
重
要

だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。

の
食
品
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど

物
価
上
昇
に
つ
い
て
も
「
か

つ
て
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の

と
き
は
賃
金
も
上
が
っ
た
。

し
か
し
今
は
上
が
ら
な
い
。

賃
上
げ
を
獲
得
す
る
こ
と
が

必
要
」
と
訴
え
ま
し
た
。

「
報
道
の
ウ
ラ
オ
モ
テ
・

ニ
ュ
ー
ス
の
味
方
」
と
題
し

た
講
演
を
聞
き
ま
し
た
。

　

民
主
的
な
視
点
で
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
の
テ
レ
ビ

事
情
を
語
る
島
田
氏
、
ロ
シ

ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
間
の
紛
争

に
つ
い
て
も
、
ロ
シ
ア
の
責

任
も
認
め
つ
つ
、
戦
争
で
儲

け
る
人
が
必
ず
存
在
し
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
寄
り
の
ア
メ
リ
カ

に
忖
度
し
た
世
論
形
成
が
行

な
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
。

　

ま
た
選
挙
の
「
当
選
確

実
」
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
出
口

調
査
に
加
え
、
最
終
的
に
は

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
報
道
で
判
断
さ
れ

る
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
参

加
者
は
び
っ
く
り
。

　

ま
た
労
働
組
合
の
役
員
も

務
め
た
経
験
も
あ
り
、
最
近

を
開
催
。
ド
ー
ン
セ
ン
タ
ー

お
よ
び
オ
ン
ラ
イ
ン
で
十
五

支
部
・
青
年
部
・
主
婦
の
会

か
ら
四
十
三
人
が
参
加
。　

　

今
回
は
か
つ
て
朝
の
人

気
情
報
番
組
「
お
は
よ
う

朝
日
」
の
人
気
ニ
ュ
ー
ス

キ
ャ
ス
タ
ー
で
、
現
在
報
道

部
記
者
と
し
て
活
躍
す
る
島

田
大
（
ま
さ
る
）
氏
を
招
き
、

　

三
月
十
三
日
（
日
）
午
後

一
時
か
ら
「
教
宣
学
習
会
」

た
ち
と
寒
い
の
に
公
園
へ

行
っ
た
。

　

ブ
ラ
ン
コ
か
ら
始
ま
り
、

滑
り
台
、
鉄
棒
と
、
次
々
と

体
を
動
か
す
。
砂
場
な
ど
で

は
背
中
が
見
え
て
い
る
の
に

平
気
だ
。 

　

二
時
間
く
ら
い
遊
ん
で

す
っ
か
り
冷
え
切
っ
て
帰
っ

て
き
た
。
一
日
も
早
く
コ
ロ

ナ
が
終
息
し
て
元
の
生
活
に

戻
る
こ
と
を
祈
る
。

か
し
退
屈
な
こ
と
だ
ろ
う
。

ベ
ラ
ン
ダ
で
お
に
ぎ
り
弁
当

を
食
べ
た
り
、
家
族
で
ゲ
ー

ム
を
し
た
り
し
て
い
る
動
画

を
送
っ
て
来
る
。

　

二
週
間
後
に
み
ん
な
で
元

気
な
顔
を
見
せ
に
来
て
く
れ

た
の
で
、
久
し
ぶ
り
に
チ
ビ

い
だ
。

　

娘
の
義
兄
は
料
理
上
手
な

の
で
、
楽
し
そ
う
に
美
味
し

い
お
か
ず
な
ど
を
作
っ
て
さ

し
入
れ
を
し
て
い
た
。

　

幸
い
軽
症
な
の
で
よ
か
っ

た
が
、
自
宅
待
機
の
間
は
一

歩
も
外
に
出
ら
れ
ず
、
さ
ぞ

　

︻
福
島
・
峠
安
登
・
大

工
︼
誰
が
な
っ
て
も
お
か
し

く
な
い
ほ
ど
蔓
延
し
て
い
る

コ
ロ
ナ
。
二
年
生
の
孫
が
し

ん
ど
い
と
言
っ
て
下
校
。 

三
日
目
に
陽
性
が
判
明
し
、

そ
の
後
の
検
査
で
双
子
と
親

も
陽
性
。

　

ラ
イ
ン
で
必
要
な
も
の
を

聞
い
て
は
、
嫁
と
買
っ
て
き

て
玄
関
前
に
置
き
、
チ
ャ
イ

ム
を
鳴
ら
し
て
帰
る
。
私
た

ち
に
出
来
る
の
は
こ
れ
く
ら

教宣学習会

　

娘
家
族
が
コ
ロ
ナ
感
染

　
　

世
話
焼
く
ジ
イ
ジ
と
バ
ア
バ

島田氏

仲
間
の

声

こ
と
が
多
く
、

購
入
契
約
に

「
ロ
ー
ン
返

済
中
に
破
産

等
に
な
っ
た

場
合
は
自
動
車
を
引
き
上
げ

る
」
旨
の
条
項
が
あ
る
こ
と

が
通
常
で
す
。

　

自
己
破
産
手
続
を
始
め
た

時
点
で
ロ
ー
ン
債
権
者
が
自

動
車
を
引
き
上
げ
、
自
動
車

は
売
却
さ
れ
、
代
金
が
ロ
ー

ン
債
権
に
充
当
さ
れ
ま
す
。

所
有
権
留
保
が
付
い
て
い
る

場
合
は
、
車
検
証
の
「
所
有

の
で
、
そ
れ
で
確
認
で
き
ま

す
。

　

ロ
ー
ン
も
所
有
権
留
保
も

な
い
場
合
に
は
、
自
動
車
は

財
産
と
な
り
、
売
却
し
て
債

権
者
に
配
当
さ
れ
る
の
が
原

則
で
す
が
、
古
い
自
動
車
で

あ
れ
ば
資
産
価
値
な
し
と
し

て
残
せ
る
こ
と
が
あ
り
、
価

値
が
一
定
額
ま
で
で
あ
れ
ば
、

自
由
財
産
と
し
て
残
せ
る
余

地
が
あ
り
ま
す
。
（
き
づ
が

わ
共
同
法
律
事
務
所
）

者
」
欄
に

ロ
ー
ン
債

権
者
名
が

記
載
し
て

あ
り
ま
す

テレビの裏話に興味しんしん


